
8 ～ 9 月 咲 小 ぎ く の 子軍! 種 器 唯

(園試 野 菜花き部)

1.背 景とねらい

本県の花き生産は,り んどうを主体に着実に伸長しているが, これに次ぐ夏秋品目の開発が強く望まれている。

小ぎくは,夏 秋期の需要量が多いこと,栽 培が比較的容易で資材賀も少なく,軽 労働主体の土地利用品目であること等か

ら県では重点品目に位置ずけ振興をはかっている。

」ヽぎくは,ま た周年,安 定した需要があり。 こ れに対応して開花期別,色 別に数多 くの品稲が発表されている。従って本

県において,色 別に長期生産出荷が可能な品種の選定が必要である。

以_との青景にもとづいて昭和 60年 より理有品祷の特性調査を行った結果,そ の特性が明らかとなったので指導上の参考

に供する。

2,技 術の内容

1)小 ぎくの長期維続出荷のため,今 回 8～ 9月咲ぎくについて,花 色別開花期,革 姿〕耐病性等の特性を明らかにし,品

種導入にあたっての参考資料とする。

2)特 性を調査した品穣数は次の通りである。

8月 咲 :白系 3,赤 系 2,桃 系 5,☆ 系 4

9 月咲 : ″ 4 , ″  8 , ″  2 , ″  4

3)適 応地域  県 下全域

3.指 導上の留意事項

1)8月 咲き品梅である 「寿美ど,「 由美J,「 千代J等 は温度感応翠品種のため,気 候の変動や栽培地域によっては,開

花期が変動することがある。一方,「 かぐら」)「 夕風」は日長感応型のため花期の変動は少なく,「 かもめ」は中間型

である。

2)「 千代」は模夏期に開花する数少ない色あせしにくい桃色品揺である。しかし,ご くわずかに白さび病の発生が記めら

れる事があるので,梅 雨期及び秋雨期の防除を徴底して行う。

3)「 かぐらJ,「 かもめJは 冬至芽数が少ないので増穂にあたっては注意が必要である。

4)7ブ ラムシ,ハ ダニの発生は著しく商品価値を低下されるので,早 期から定期的防険が必要である。

4,当 該事項にかかる試験研究謀顧名

夏秋咲小ぎくの品種選抜

5.参 考文献

昭和 60年 度 岩 手Bl試花き試験成績音

昭和 61年 度      ″

6.試 験成績の概要

1)試 験方法

(1)定 植期   7.8月 咲 :冬=芽 利用  4月 中旬定械

9,10月 咲 :さ し芽簡利用 5月 中旬定植

(2)穀 槽密度  性 巾 1 20cn  株聞15c電  条 間30m  2条 植  定 積木教 11,110本

(3)施 肥量   N20～ 25kg  P205 15～ 20k〔  X2020～ あkg
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2)主 要な試験データ

表 1 てその 1) 8, 9朕 きJ ぎヽくの離 雑 確 D
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D l):■ =は 1帥 より各力1寿輯軽して買騒し・印.61年中 した   8):喜 の堅き ― 鉄      10:花 のと色 ― 無

2):在 飲は採花時点で,直怪 5m以上の言を対象とした                      と  並               = わ すかに協められる

3):花 弁こは完全に開曜した中店な花を1株より1花 ‖勾花遺び■査した             ■  望               十  盟 められる

4):分 浅法は結東時の握り部分を強い機のいは以上の慎を分なとして■登した

5):棄 の立性 キ 並        i                     9):白 さび痛 ― 無       11)「 白抱 ti― 部り環査項目において

市 立 性                               の こ病  圭  母 伎       2カ 年の日登結果に大差が生じたので

ゃ かなりの立性                                ■  小発生     61年 の―   ()で 示した.

十 中整

6):素  色   + 並                                               1の ◎:極めて有望

Ⅲ 違ぃ                         0 : 青 望

付 かなり濃い

7):棄 の光沢 ■ 並

牛 有り

十 かなり有ろ
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